
 

 

 

 

 

 

 

 

  極点測定におけるα軸、β軸の測定間隔 
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概要 

 極点測定を行う場合、測定条件として、α軸、β軸の測定間隔は通常５度が推奨されているが 

   一部メーカではデフォルトで３度を推奨されています。 

   極点測定のみを解析するのであれば問題はありませんが、ＯＤＦを解析する場合、ＯＤＦソフトウエアに 

   より問題が発生します。 

   以下に、ＬａｂｏＴｅｘでアルミニウムのＣｕｂｅ方位をシュミレーションし、再計算極点図を 

   Ｅｘｐｏｒｔし、各ＯＤＦソフトウエアで解析を行ってみます。 

 

 

結論 

 測定間隔３ｄｅｇの極点図をＯＤＦ解析すると 

  ＬａｂｏＴｅｘは３ｄｅｇで解析が行われる。 

 

  ＳｔａｎｒａｄＯＤＦはＥｒｒｏｒが発生 

   

  ＴｅｘＴｏｏｌｓは３ｄｅｇで解析が行われる。 

   

  ＭＴＥＸは、３ｄｅｇの解析結果を５ｄｅｇで表示。Ｃｕｂｅ方位は保たれている。 

   ValueODFVFでは 

   >> rpf=calcPoleFigure(odf,h,'resolution',3*degree) 

   から Export(rpf,’pole’)で可能 

   GPODFDisplayでは 

   >> export(odf,'nODF.txt','resolution',3*degree) 

   GPODFDisplayで表示可能 

 

 極点図の測定間隔は、５ｄｅｇが最適で、細かくする場合、２．５ｄｅｇが良い。 

 ２．５ｄｅｇなら５．０ｄｅｇへの変換も可能（ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＳｔｅｐＣｈａｎｇｅｒ）で 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析も可能になります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アルミニウム（ＦＣＣ）のＣｕｂｅ方位を測定間隔３度で作成 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 

 ＬａｂｏＴｅｘでは各種測定間隔の組み合わせが扱える 

 又、各種測定間隔の入力データの変換も行えるが、変換は、測定間隔の整数倍であり、 

 ３度の変換は６度のみで５度への変換は出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計算されたＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ＝５０％のＣｕｂｅ方位 

 ｒａｎｄｏｍは５０％ 

 

極点図 

 

極点図のＥｘｐｏｒｔをＣＴＲで表示 

 

 



Ｅｘｐｏｒｔした極点図をＬａｂｏＴｅｘで読み込みＯＤＦ解析を行う 

 

 （３ｄｅｇの変換は３ｄｅｇ、６ｄｅｇの） 

ＯＤＦ解析結果 

 

 

入力極点図と再計算極点図 

 

 ｒａｎｄｏｍレベルが保たれています。 



Ｅｘｐｏｒｔした極点図をＴｅｘＴｏｏｌｓで読み込みＯＤＦ解析を行う 

 

Ｅｒｒｏｒなしで完了 

 

ＯＤＦ解析結果と再計算極点図｛１１１｝ 

  

 

 解析できているが、ｒａｎｄｏｍレベルが低い 

 

 

 

 

 

 

 



Ｅｘｐｏｒｔした極点図をＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで読み込む 

 

 

 

Ｅｒｒｏｒが発生 

 

 

 

 

 

 



Ｅｘｐｏｒｔした極点図をＭＴＥＸで読み込む 

 

export(odf,'odf3.TXT','resolution',3*degree)からＣＴＲで表示 

 

 ３ｄｅｇで表示可能 

 

 

 



２．５ｄｅｇの場合 

ＬａｂｏＴｅｘでは 

  2.5,5,7.5,10度へ変換可能 

 ＯＤＦ解析は 2.5degで行われる。 

 

StandardODFでは、２．５ｄｅｇは計算できない。 

  

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓでは、 

 



ＭＴＥＸでは 

 >> odf=calcODF(pf,'resolution',2.5*degree) 

  

 >> export(odf,'odf2.5.TXT','resolution',2.5*degree) 

  


